


    悩み

     30年前に人工肛門になったが、今回入院するまで20数年にわたって同じ器具を使っていた。相談する人もいなかったのでわからなかった。 


    助言

    
              【人工肛門のことで困ったら】




  
  人工肛門は、排泄という人間にとって大切な事柄にかかわっています。人工肛門になり排泄方法が変わるというのは、日常生活全体だけにとどまらず、こころや社会生活にもかかわる大きな変化といえるでしょう。相談する人もいないなかでの日常生活での管理やケア、問題が起こったときの対処は、とても大変だったと思います。
現在では、人工肛門になった後の日常生活での管理やケアに関して、以前より情報が増え、また装具やケア用品の種類や機能性も向上しています。
退院前に説明や指導を受けていても、自宅に戻ってから何か問題が生じると、どのように対応したらよいのか、誰にいつ相談したらよいのか、困ってしまうことがあると思います。
自宅に戻ってから、便がもれたり、皮膚のトラブルが生じたり、いろいろ問題が生じた場合は、まず担当医か外来の看護師に相談してみましょう。
病院によっては、人工肛門をつくった患者さんの専門外来として、ストーマ外来を設置しているところや、皮膚・排せつケア認定看護師の資格を持った看護師がいる病院もあるので、そういった資格を持つ看護師に相談してもよいでしょう。あるいは、オストメイトと呼ばれる先輩患者に相談してみてもよいかもしれません。
これらの情報に関しては、以下のホームページが参考になるでしょう。
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